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原子力用コンクリートの彊度発現性状解析

総合技術研究所

1 ま え が き

原子力発電所の コ ンクリートは，放射線遮蔽性，
気密性，耐擬高強度性のため，厳密な品質管理を
要する。一方各種事情から複数メ ー カ ーのセメン
トや骨材を用いる 2 つの生 コ ン工場（名称，A,

Bとする）から調達する必要があり，長期間大量の
生 コ ンクリ ー ト品質管理には困難を伴う。

このために，セメント骨材 コ ンクリートの強度
発現相関関係の把握により， コ ンクリ ー トの調合
設計や品質管理を容易に，かつ合理的に行えるよ
うにしておく必要がある。

今回の研究は，これらの必要性から，セメント
強度と骨材性状のコンクリート強度への影響と安
定性，さらに粗骨材の材積比が コ ンクリ ー トの強
度発現性に及ぽす影響などについてテストを実施
し4つの変動要素の相関で強度発現を把握する解
析モデルを開発した。

2 強度発現性状の4次元解析モデル
このモデルは，材令•水セメント比・セメント

から コ ンクリ,....トの形成過程・粗骨材材積比の 4

として，これらの相関関係を，セ
メント・モルクル・ コ ンクリートそれぞれの強度
発現比（各々の水セメント比65％の強度に対する
水セメント別の強度の相対比）と強度固定率（同
ー水セメント比のセメントまたはモルクルに対す
るコンクリート強度比）の概念で，解析するもの
である。

3研究成果

心

oo

oo
 

4

3

コンクリ：＇卜渥度／kgI各

試験結果の4次元解析モ
デルによる解析結果の一例
を第1~5図に示す。

第1図はJI Sセメント
2OOI I I l 強度とコンクリート強度の300 400位！crii)JISセメント強度Ko

（訟¢.：B水・セメント比） 関係を示す。この図によっ
第1図 てセメント強度の高いセメ

ントを用いている コ ンクリ ー トの強度の方が低い
という逆転現象が認められた。こ の ような現象
の解明のために，適確な解析 手 法 が必要と さ れ
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第 2 図は第 1 図のJ IS

セメント強度に代え，水セ
メント比別のセメント強度
と コ ンクリート強度の関係
を示したものである。

プランド間の差異とセメ
ント強度とコンクリ,...ト
度の相関性が判る。

第3図は2つのメーカー
のセメント(a, b とする）
水セメント比による強度発
現比を示したもので発現比
が同 一でないことが判りま
たその安定性が品質管理上
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4図は，セメント
がコンクリート強度に固定
化される比率を示す。ほぽ
横ばい の 性質 が明白で あ
る。第2図のプランド間の
差異が骨材性状に起因する
ことが判り，骨材性状管理
の必要性が理解できる。

第 5 図は，粗骨材材積比
とモルクル強度の固定率の
関係で，粗骨材材積比の変
動の型パク ー ン l

一定のモルクルと砂利の置
換）とパクーン1（セメン

04 06 トミIレク 一定で砂と砂利の
柑骨材材枯比
第5図 置換）では明らかに異なっ

た強度発現性状を示しており， コ ンクリート

る。

設計に役立てることができる。
4 品質管理と調合設計への活用
今回の解析方法は， コ ンクリ ー トの強度発現性

状が変動要素別に識別できたので，今後適確な品
質管理調合設計のための手法を開発して行く
である。

（士木研究室）
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